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首
都
圏
（
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
）
に
あ

る
大
学
の
数
は
国
・
公
立
が
二
十
一
大
学
、
私
立
が

二
百
四
十
八
大
学
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
数
多
あ
る

大
学
で
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
大
学
教
育
に
と
っ

て
も
、
学
園
祭
を
主
催
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
大
事

な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
本
学
の
収
穫
祭
は
他
大
学
と

は
異
な
り
歌
手
・
芸
能
人
を
招
へ
い
す
る
こ
と
な
く

学
生
の
、
学
生
に
よ
る
、
学
生
手
作
り
の
学
園
祭
で

も
あ
る
。
歴
史
は
古
く
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

運
動
会
か
ら
出
発
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
一
時

（
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
～
昭
和
二
十
年
（
一

九
四
五
）
）
を
除
い
て
今
日
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い

る
、
戦
後
初
の
収
穫
祭
の
思
い
出
か
ら
綴
っ
て
み

る
。・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
夜
、
B

29
の
東
京
大
空
襲
で
、
常

磐
松
校
舎
は
灰
値
に
帰
し
、
八
月
十
五
日
正
午
、
天
皇
の
「
終
戦
の
詔

勅
」
が
放
送
さ
れ
、
国
民
は
真
夏
の
烈
日
の
下
に
敗
戦
を
知
ら
さ
れ

た
。
長
い
戦
争
に
疲
労
困
憊
し
た
国
民
の
目
に
、
こ
の
日
の
空
は
青

く
、
ま
ぶ
し
く
、
静
か
で
あ
っ
た
。
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
培
っ
た
常
磐
松

か
ら
世
田
谷
に
移
転
し
た
が
、
収
穫
祭
を
開
催
す
る
余
裕
は
ま
っ
た

く
な
か
った
。

し
か
し
、
学
生
た
ち
の
間
に
は
、
来
年
こ
そ
伝
統
あ
る
収
穫
祭
を
、

と
い
う
思
い
が
徐
々
に
ふ
く
ら
ん
で
い
った
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日
、
世
田
谷
本
校
構
内
で
、
復
活
第

一
回
（通
算
第
三
十
四
回
）
の
収
穫
祭
を
開
催
し
た
。
移
転
先
の
旧
陸

軍
機
甲
整
備
学
校
は
荒
れ
放
題
で
、
戦
車
や
装
甲
車
の
残
骸
が
あ
ち

こ
ち
に
放
置
し
て
あ
り
、
庭
も
堀
り
か
え
さ
れ
て
石
こ
ろ
だ
ら
け
で

あ
る
。
衣
食
も
と
ぼ
し
く
学
生
た
ち
は
炎
天
下
に
裸
に
な
り
イ
モ
を

か
じ
り
な
が
ら
、
黙
々
と
整
備
を
続
け
よ
う
や
く
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

た
の
だ
。

「
数
日
来
の
薄
曇
り
も
晴
れ
た
。
輝
か
し
き
民
主
憲
法
発
布
の
朝
、

早
慶
戦
と
と
も
に
待
望
の
江
戸
名
物
農
大
運
動
会
は
世
田
谷
の
本
学

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

街
頭
宣
伝
（
写
真
）
の
効
果
で
朝
早
く
か
ら
詰
め
か
け
た
観
衆
は

開
会
お
そ
し
と
待
ち
か
ま
え
る
。
八
時
開
会
。
学
長
の
挨
拶
で
マ
ラ
ソ

ン
、
買
い
出
し
競
走
と
始
ま
り
趣
向
を
変
え
て
、
飢
餓
都
民
救
済
、
提

灯
・
カ
ロ
リ
ー
補
給
・
肥
培
の
各
競
争
に
、
父
兄
、
校
友
、
来
賓
、
在
校

生
多
数
参
加
し
珍
風
景
続
出
に
観
衆
を
喜
ば
せ
た
。
」
と
『
農
大
新

聞
』
再
刊
第
二
号
の
記
事
も
躍
って
い
る
。

農
大
収
穫
祭
の
人
気
が
余
興
（
集
団
野
外
演
劇
）に
集
中
す
る
の
は

昔
か
ら
だ
が
、
復
活
第
一
回
の
出
し
物
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
何

が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
（
学
部
）
、
「
花
咲
爺
」
（
予
科
）
、
「
日
本
の

絵
」
（
専
門
部
農
学
科
）
、
「
幸
福
ア
チ
ヤ
コ
チ
ヤ
」
（
専
門
部
農
芸
化
学
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科
）
、
「
パ
イ
オ
ニ
ヤ
」
（
専
門
部
農
業
拓
殖
科
）
、
「
平
和
の

鐘
が
鳴
る
」
（
専
門
部
農
業
土
木
科
）
、
「
豊
年
踊
り
」

（
専
門
部
農
村
経
済
科
）
、
「
緑
地
の
神
を
迎
え
て
」
（
専

門
部
緑
地
土
木
科
）
。

農
大
新
聞
の
記
事
に
あ
る
「
街
頭
宣
伝
競
争
」
は
、
収

穫
祭
に
先
立
つ
十
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ

は
本
学
独
特
の
画
期
的
な
企
画
で
あ
っ
て
、
荒
廃
し
た

瓦
礫
の
街
を
行
く
人
々
の
目
を
見
張
ら
せ
、
農
大
の
イ

メ
ー
ジ
を
多
く
の
人
々
の
脳
裏
に
焼
き
つ
け
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
宣
伝
隊
は
、
銀
座
の
ど
真
ん
中
で
、

「
青
山
ほ
と
り
」
の
踊
り
を
披
露
し
、
道
行
く
人
々
の
度

肝
を
抜
い
た
。
何
事
な
ら
ん
と
集
ま
っ
た
人
々
は
、
農
大

生
と
知
っ
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
し
、
「
農
大
健
児
は
す

ま
な
い
が
お
米
の
実
る
木
が
つ
い
て
い
る

昔
も
今
も
変

わ
ら
な
い

人
間
喰
わ
ず
に
生
き
ら
り
よ
か
…
」と
歌
う

に
及
ん
で
、
ど
っ
と
柏
手
が
わ
き
お
こ
っ
た
。
だ
れ
も
が
飢

え
て
い
た
時
代
だ
った
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
毎
年
の
収
穫
祭
に
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先

頭
に
、
花
や
野
菜
を
満
載
し
た
馬
車
を
銀
座
、
新
橋
、

新
宿
、
渋
谷
な
ど
に
繰
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
農
大
収
穫
祭
は
戦
前
と
は
違
っ
た
意
味
で
都
民
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
った
の
で
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
復
活
第
一
回
の
収
穫
祭
に
は
、
進

駐
軍
兵
士
が
何
事
な
ら
ん
と
ジ
ー
プ
で
駆
け
つ
け
て
き

た
が
、
大
会
役
員
か
ら
事
情
を
聞
く
と
、
「G

o
o
d
 

C
e
le
b
ra
tio
n

」
と
叫
ん
で
、
自
分
も
参
加
し
た
い
様
子

を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
日
、
三
日
、
体
育
競
技
と

野
外
劇
を
含
め
た
収
穫
祭
を
開
催
す
る
と
共
に
、
校
舎

の
全
部
を
開
放
し
て
、
農
学
展
を
催
し
た
。
こ
れ
は
後

年
の
文
化
学
術
展
の
始
ま
り
で
、
農
学
研
究
者
の
み
な

ら
ず
、
一
般
の
人
々
へ
の
農
学
知
識
の
普
及
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
終
戦
直
後
の
収
穫
祭
に
つ
い
て
、
校
友
の
磯
山

和
男
（
昭
和
二
十
八
年
、
農
業
経
済
学
科
卒
）
は
、
次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
私
は
昭
和
二
十
二
年
に
専
門
部
農
村
経
済
科
に
入

学
し
、
二
十
八
年
に
農
業
経
済
学
科
を
卒
業
し
た
。
入

学
当
時
の
農
大
は
、
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
跡
地
に
移
転

し
て
二
年
目
、
校
内
に
は
ま
だ
戦
中
の
防
空
壕
や
運
転

教
習
施
設
な
ど
の
跡
が
残
っ
て
い
て
、
特
に
収
穫
祭
を
行

う
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
雑
草
あ
り
砂
利
あ
り
で
、
収
穫

祭
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
各
科
順
番
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に

汗
し
た
も
の
だ
った
。
私
に
と
って
収
穫
祭
で
の
一
番
の
思

い
出
は
、
田
舎
っ
ぺ
一
年
生
の
と
き
の
野
外
劇
で
あ
る
。
」

（『
学
生
生
活
の
思
い
出
』
よ
り
抜
粋
引
用
）

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
二
日
、
運
動
会
の
み
の
収
穫

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
収
穫
祭
実
行
委
員
長

加
藤
日
出
男
は
、
「
『
青
山
ほ
と
り
』
を
歌
い
な
が
ら
踊
る

の
に
、
だ
い
こ
ん
を
持
った
ら
ど
う
か
」と
提
案
し
た
。
こ
の

ア
イ
デ
ア
が
採
用
さ
れ
て
人
気
を
呼
び
、
「
だ
い
こ
ん
踊

り
」と
し
て
す
っか
り
定
着
し
て
し
ま
った
。
（
後
述
）

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日
、
第
一
回
茂
原
分
校

収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
茂
原
分
校
は
、
本

校
の
収
穫
祭
に
合
流
し
て
き
た
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
遠

隔
地
で
あ
る
こ
と
と
、
地
方
へ
の
宣
伝
の
こ
と
も
あ
り
、

分
校
独
自
で
行
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和

三
十
六
年
四
月
、
分
校
が
本
校
へ
合
流
す
る
前
年
前
ま

で
、
茂
原
市
の
名
物
と
し
て
地
元
の
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。
昭
和
三
十
二
年
の

『
農
大
新
聞
』
第
三
二
四

号
は
、
茂
原
分
校
収
穫
祭
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
第
五
回
収
穫
祭
は
十
月
二
十
七
日
、
同
分
校
グ
ラ

ン
ド
で
盛
大
に
繰
拡
げ
ら
れ
た
。
二
十
七
日
は
絶
好
の収穫祭宣伝馬車（昭和 25 年頃）

復活第 1回収穫祭宣伝隊 

（昭和 21 年） 
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秋
日
和
に
恵
ま
れ
、
午
前
九
時
開
会
合
図
の
花
火
と
と

も
に
千
葉
学
長
、
杉
野
収
穫
祭
本
部
長
の
挨
拶
の
後
、

多
彩
な
催
物
に
入
り
運
動
競
技
の
中
に
市
内
婦
人
会
の

踊
り
、
幼
稚
園
児
童
の
遊
戯
、
中
学
生
の
ダ
ン
ス
な
ど
に

市
民
と
の
親
睦
は
一
層
深
め
ら
れ
、
一
時
頃
よ
り
お
国

自
慢
の
郷
土
民
謡
踊
り
の
始
ま
る
頃
は
、
観
衆
五
、
六

千
名
も
つ
め
か
け
、
千
葉
学
長
の
カ
ッ
ボ
レ
飛
入
り
も
あ

り
、
四
時
半
頃
全
学
生
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム
で
青
山

ほ
と
り
を
元
気
に
愉
快
に
踊
って
幕
を
閉
じ
た
。
」

こ
の
記
事
を
読
む
と
、
茂
原
分
校
の
学
生
が
収
穫
祭

を
通
じ
て
、
い
か
に
地
元
の
人
た
ち
と
融
和
し
て
い
た
か

が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年
、
第
四
十
五
回
収
穫
祭
は
、
十
一

月
一
日
、
二
日
、
三
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
本
学
の
内

外
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
こ
の

年
か
ら
「
文
化
学
術
展
」
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。こ

れ
ま
で
の
収
穫
祭
に
は
、
文
化
学
術
方
面
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
組
ま
れ
て
な
く
、
そ
の
中
心
は
集
団
野
外
演
劇

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
十
数
年
を
経
過
し
、
社
会
の

進
展
と
共
に
収
穫
祭
の
企
画
に
も
転
換
の
き
ざ
し
が
見

え
は
じ
め
た
。
昭
和
二
十
二
年
に
農
学
展
を
加
え
た
こ

と
が
好
評
で
、
そ
の
後
毎
年
強
い
要
望
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
夏
休

み
明
け
の
会
合
で
正
式
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
各
方
面

に
働
き
か
け
、
つ
い
に
第
一
回
の
「
文
化
学
術
展
」
を
開

催
す
る
は
こ
び
に
な
った
の
で
あ
る
。
こ
の
文
化
学
術
展
に

は
、
各
研
究
室
、
農
友
会
の
各
部
、
自
主
的
サ
ー
ク
ル
な

ど
が
積
極
的
に
参
加
し
た
。

戦
後
十
年
以
上
を
経
過
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た

収
穫
祭
は
、
学
生
の
情
熱
を
表
徴
し
て
年
毎
に
盛
大
に

な
っ
て
い
き
、
こ
れ
に
加
え
て
文
化
芸
術
展
は
近
代
農
業

に
貢
献
し
ょ
う
と
す
る
農
学
徒
の
真
面
目
を
発
揮
し

て
、
収
穫
祭
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
し
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

〇

大
根
踊
り
と
収
穫
祭

収
穫
祭
の
花
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
何
と
い
っ
て

も
全
学
応
援
団
の
リ
ー
ダ
ー
公
開
で
あ
ろ
う
。
数
あ
る

リ
ー
ダ
ー
演
技
の
中
で
極
め
付
き
は
「
青
山
ほ
と
り
」
、

通
称
「
大
根
踊
り
」
で
あ
る
。

こ
の
誕
生
の
秘
話
・
逸
話
は
昨
年
の
大
学
史
資
料
室

通
信
第
6
号
「
収
穫
祭
特
集
号
」
（
二
〇
一
四
年
十
一

月
一
日
発
行
）
で
披
露
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

〇

宣
伝
隊
の
思
い
出

さ
て
、
私
が
応
援
団
に
関
係
を
持
っ
た
の
は
、
助
手
に

採
用
さ
れ
た
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
か
ら
で
あ
る
。

丁
度
研
究
室
に
上
西
宗
市
君
（
当
時
応
援
団
総
務
部

長
）
が
在
籍
し
て
お
り
、
私
に
「
応
援
団
を
見
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
話
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
し
て
当
時
顧
問
を
さ

れ
て
い
た
金
木
良
三
教
授
に
呼
ば
れ
学
内
相
談
役
を
依

頼
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
以
来
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
に
満
期
退
職
す
る
ま
で
三
十
五
年
間
の

長
き
に
わ
た
っ
て
応
援
団
の
学
生
と
師
弟
関
係
を
持
っ

た
。
そ
の
時
の
学
生
が
今
、
親
と
し
て
子
供
を
農
大
に
進

学
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
、
兄
弟
で
応
援
団
幹
事
を

務
め
た
人
達
も
い
る
。
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相
談
役
に
就
任
し
た
当
初
、
学
内
の
先
生
方
の
応
援

団
に
対
す
る
関
心
は
今
ほ
ど
深
く
は
無
か
った
。

む
し
ろ
無
関
心
だ
っ
た
と
思
う
。
収
穫
祭
の
学
外
宣

伝
の
引
率
も
七
、
八
年
間
は
私
一
人
で
あ
った
。
近
年
は

学
外
宣
伝
が
交
通
事
情
の
関
係
で
厳
し
く
な
り
宣
伝

場
所
を
探
す
の
に
苦
労
し
て
い
る
が
、
当
時
は
土
曜
日
、

日
曜
日
と
二
日
を
か
け
て
自
動
車
部
の
ト
ラ
ッ
ク
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
初
め
二
十
台
も
の
大
行
列
で
、
成
城
学
園

駅
前
、
高
円
寺
駅
前
、
新
宿
コ
マ
劇
場
前
、
銀
座
数
寄

屋
橋
交
番
横
、
目
黒
駅
前
、
渋
谷
駅
前
、
二
子
玉
川
駅

前
で
リ
ー
ダ
ー
公
開
を
行
な
い
、
上
町
代
官
屋
敷
前
を

パ
レ
ー
ド
し
、
そ
の
後
大
学
の
グ
ラ
ン
ド
か
ら
、
経
堂
駅

ま
で
各
学
科
の
神
輿
を
引
き
連
れ
回
った
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
二
年
の
付
き
添
い
で
の
出
来
事
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。
団
長
が
杉
山
博
一
君
、
副
団
長
兼
宣

伝
隊
長
が
望
月
保
秀
君
の
時
で
あ
る
。
昼
飯
を
皇
居
の

土
手
で
取
っ
た
後
、
隊
列
を
整
え
銀
座
の
数
寄
屋
橋
際

で
宣
伝
活
動
を
行
う
た
め
そ
こ
に
到
着
し
た
。

吹
奏
楽
が
ラ
ッ
パ
を
吹
き
始
め
た
途
端
マ
イ
ク
で
雷
が

落
ち
た
。
「
私
が
話
し
て
い
る
の
に
何
だ
！
。
ど
こ
の
学
生

だ
！
」
。
話
し
て
い
た
の
は
大
日
本
愛
国
党
赤
尾
敏
総

裁
、
そ
の
人
で
あ
った
。

「
望
月
、
言
っ
て
話
し
て
こ
い
。
農
大
の
事
、
収
穫
祭
の

事
、
俺
も
後
か
ら
行
く
か
ら
」

そ
ば
の
警
察
派
出
所
に
行
き
許
可
証
を
見
せ
る
と
、

赤
尾
総
裁
は
毎
日
こ
こ
で
演
説
を
し
て
い
る
と
の
事
、
野

菜
を
も
っ
て
私
も
総
裁
の
車
に
行
き
お
会
い
し
た
。
小
柄

だ
が
目
の
ぎ
ょ
ろ
り
と
し
た
迫
力
あ
る
方
で
あ
った
。
「
農

大
の
野
菜
で
す
。
ど
う
ぞ
」
と
渡
し
大
学
の
こ
と
、
収
穫

祭
の
事
な
ど
話
を
し
た
。
「
わ
か
っ
た
、
上
で
見
て
い
る
か

ら
農
大
の
宣
伝
を
や
り
な
さ
い
」
。
街
宣
車
の
上
の
パ
イ
プ

椅
子
に
座
り
見
て
い
た
。
私
達
の
演
技
が
終
わ
り
、
挨

拶
を
す
る
と
、
総
裁
は
マ
イ
ク
を
持
ち
、
「
今
時
の
学
生

は
元
気
が
あ
っ
て
よ
ろ
し
い
。
農
大
の
収
穫
祭
の
宣
伝
学

生
な
そ
う
だ
。
頑
張
れ
！
」

激
励
の
言
葉
を
背
に
私
達
は
次
の
渋
谷
に
出
発
し

た
。色

々
な
思
い
出
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
頭
を
よ
ぎ
る
。

大
雨
の
中
目
黒
駅
前
で
の
ず
ぶ
ぬ
れ
の
大
団
旗
、
「
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
学
生
に
対
し
農
大
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
」と
話
し
か
け
て
き
た
女
性
等
々
…
。

当
時
の
収
穫
祭
の
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
次
々

に
思
い
出
さ
れ
る
。

第
一
二
四
回
の
収
穫
祭
が
農
大
生
だ
け
で
は
な
く
、

お
出
で
頂
く
方
々
の
心
に
残
る
と
も
し
火
に
な
る
こ
と

を
念
じ
て
い
る
。

名
誉
教
授

内
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泰
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東京農業大学全學應援團史から転載 

第
一
二
四
回
収
穫
祭
ポ
ス
タ
ー

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
京
農
業
大
学

図
書
館

大
学
史
資
料
室
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